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時代に即した様々なチャレンジを募集しています。例えば、実行委員会としては、来年度は下記のようなテーマに

ついてご応募いただければと考えていますが、もちろんこれ以外のテーマでも歓迎しますので、ふるってご応募く

ださい。詳細はリーフレット中面やホームページをご確認ください。

①
「国民の行動変容を促す」チャレンジ
②
「防災教育を継続・定着させる」チャレンジ
③
「防災DXを活用した」チャレンジ

ホームページ（
http://bosaijapan.jp/challenge-plan/

)の応募事前登録フォームから

事前登録を行ってください。その後、応募企画書のデータを「防災教育チャレンジ

プラン実行委員会事務局」が指定する方法で締め切りまでにご提出ください。

応募資格

Disaster Management Education Challenge Plan

　2004年から始まった「防災教育チャレンジプラン」は、これまでに延べ
391
団体のさまざまな防災教育活動を

支援しています。独自性のある防災教育教材、汎用性のある防災教育プログラムなど、現在、その成果は全国に広

がっていて、防災教育に取り組む学校・地域・組織のみなさんにとっての道しるべになっています。

　21世紀は災害の頻発化・激甚化によって「大災害時代」になるとも言われています。「災害が発生した時に、　　

ゼロの状態から考えて対応する」のでは間に合いません。平時から、一人一人が災害に立ち向かい、乗り越えてい

くために必要な能力「防災リテラシー」を身につける必要があります。「新・防災教育チャレンジプラン」は、　　

みなさんの防災教育へのチャレンジを応援します。ヒト・コト・資金の支援が、みなさんの活動のアクセルになる

ことを切望しています。

防災教育チャレンジプラン実行委員長　木村
玲欧

新・防災教育チャレンジプランへの期待

積極的なご応募をお待ちしています！積極的なご応募をお待ちしています！積極的なご応募をお待ちしています！

応募締め切りは
１１月２０日(金)15時

主
催：防災教育チャレンジプラン実行委員会、内閣府（防災担当）、国立研究開発法人防災科学技術研究所

協
力：公益財団法人日本法制学会

後
援：消防庁、文部科学省、国土交通省、全国知事会、全国市長会、全国町村会、日本赤十字社、

　　　
全国都道府県教育委員会連合会、日本PTA全国協議会

防災教育を一層充実させたいと
考えている皆様におかれましては、
QRコードまたはホームページから
応募用紙をダウンロードし、応募
してください。

●
防災教育を一層充実させたいと考えている教育施設、社会福祉施設（保育施設・幼稚園・学校等）、NPO、

　
民間企業、個人、地域団体（民間事業所、各種団体）などどなたでも応募できます。

●
採用された場合は、開催予定の活動計画発表会、中間報告会、活動報告会の計３回の会合に出席できること。

●
オンライン開催でも参加可能なインターネット環境(通信回線、機材、アプリケーション等)を用意できること。

（※応募企画書で団体区分、テーマ区分を選択してください）

団
体
区
分　A.学校(保育園,大学含)　B.地域団体　C.民間団体　D.その他(個人等)

テーマ区分　①国民の行動変容を促すチャレンジ　②防災教育を継続・定着させるためのチャレンジ

　　　　　　③防災DXを活用したチャレンジ

　　④その他のテーマ(①～③以外)

応募区分

応募方法

応募締め切り：２０２６年
１１月２０日(金)　１５時

審査

「防災教育チャレンジプラン実行委員会」の選考により決定します。審査の結果は、事務局よりメール

にて応募団体へご連絡します（2026年12月～2027年1月頃）。

【　審査の観点　】

・応募した防災教育プランに、チャレンジの要素が含まれているか

・応募した防災教育プランに、具体性や実現可能性があるか

・応募した防災教育プランの実施で、防災力の向上に貢献できるか

防災教育チャレンジプラン実行委員会　委員一覧

委員長

　木村　玲欧　兵庫県立大学環境人間学部・大学院環境人間学研究科
教授

委員

　幾島　浩恵　出張！ふれあいルーム
代表

　井上　浩一　防災ネットワークプラン
代表

　大友　章司　中央大学総合政策学部
准教授

　鍵屋　一　　跡見学園女子大学観光コミュニティ学部コミュニティ学科
教授

　小松原
康弘

セコム株式会社IS研究所
あんしんインフォマティクスディビジョン

　　　　　　　レジリエンスインテリジェンスグループ　サブグループリーダー

　酒井　慎一　東京大学大学院
情報学環・学際情報学府
教授

　佐藤　公治　気仙沼市立大谷中学校
教諭

　佐藤　翔輔　東北大学災害科学国際研究所
准教授

　佐藤　健　　東北大学災害科学国際研究所
防災実践推進部門防災教育実践学分野
教授

　澤野　次郎　公益財団法人日本法制学会
理事長

　中澤　幸介　株式会社新建新聞社
取締役専務

　永田　俊光　新潟地方気象台
リスクコミュニケーション推進官

　舩木　伸江　神戸学院大学
現代社会学部社会防災学科
教授

古澤　加奈　特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク事務局
事務局長

細川
由美子

関西国際大学
保健学部看護学科
准教授

南島　正重　東京都立両国高等学校附属中学校
元・主幹教諭

村山　猛　　千葉県立八日市場特別支援学校
校長

吉田　穂波　神奈川県立保健福祉大学大学院
教授

服部　洋佑　国土交通省
水管理・国土保全局防災課
防災企画官

木下　史子　文部科学省総合教育政策局
男女共同参画共生社会学習・安全課
安全教育調査官

田中　俊匡　総務省消防庁
国民保護・防災部防災課
地域防災室長

鮎澤　良史　内閣府政策統括官(防災担当)付
参事官

大慈弥
麻里亜　文部科学省
地震火山防災研究課
防災科学技術調整官

上田　啓瑚　国立研究開発法人防災科学技術研究所
社会防災研究領域
防災情報研究部門

　　　　　　総合防災情報センター

応募・問い合わせ
防災教育チャレンジプラン実行委員会事務局 公益財団法人河川財団による

河川基金の助成を受けています。cpinfo2865(アットマーク)bosai-study.net

Xでイベント情報等を発信中！
@bosaistudy_CP

2026年度からは「継続・定着枠」を　
設け、学校・地域・企業・組織で既
存の防災教育などを継続・定着させ
るためのチャレンジも応援します！

賛助企業
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NTT東日本株式会社
2026年9月現在(五十音順)

2026年9月現在

ver.1.7

株式会社木下カンセー

明治安田生命保険相互会社



募集要項

　防災教育チャレンジプランは、いつやってくるかわからない災害に備え、大切な命を守り、できる限り被害を減らし、万が一被害

にあったときでも、すぐに立ち直れる力をひとりひとりが身につけられるよう、全国の地域、学校、企業や民間組織などの様々な担

い手が防災教育を推進するためのプランです。

　採択されると、1年間にわたって、プランを実現するために「防災教育チャレンジプランアドバイザー（実行委員や過年度実践団

体）」による知識・ノウハウの提供や、現地活動の応援を受けたり、実践団体同士の交流会に出席したり、プランの準備・実践にあ

たって発生する経費が一部補助されたりといった、ヒト・コト・資金の支援を受けることができます。防災教育を一層充実させたい

と考えている教育施設、社会福祉施設、NPO、民間企業、個人、地域団体などどなたでも応募できます。

　2024年度からは「新・防災教育チャレンジプラン」として再スタートし、時代に即した様々な取り組みを募集しています。

　2027年度については、下記のようなテーマについてご応募いただければと考えていますが、もちろんこれ以外のテーマでも歓迎

しますので、ふるってご応募ください。

③「防災DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)を活用した」チャレンジ

学校・地域・企業などの組織において、防災教育を一時的なイベントに終わらせず、持続可能な「仕組み」として定着させるチャレン

ジを歓迎します。既存のプログラムの活用、年間行事への位置づけ、既存行事への組み込み、地域との連携、担当者が変わっても継続

できる工夫など、組織に根付かせる様々な取り組みをお待ちしています。

「防災DX」とは、デジタル技術を活用して災害時の被害を軽減し、対応を効率化する取り組みです。最新のデジタル技術を活用し、防

災教育の体験価値や学習効果を飛躍的に高めるチャレンジを歓迎します。AI（人工知能）、VR（仮想現実）／AR（拡張現実）、SNS、

アプリ、オンライン教材などの活用や、対面・リアルでの体験学習と融合させた新しい学びの工夫などもお待ちしています。

「知識を得る」だけで終わらせず、日頃の備えや災害時の適切な対応など、実際の「行動」へ結びつけるようなチャレンジを歓迎しま

す。直接死・災害関連死を防ぐために、過去の災害教訓の知見を取り入れたり、誰もが楽しみながら気軽に参加できる体験型プログラ

ムや防災ゲームを開発・実施するなど、自発的な行動を促すことができるような試みをお待ちしています。

サポート内容

●
プラン実践にかかる経費補助／上限30万円　※審査により上限に満たない可能性もございます


　経費は実践活動終了後（翌年度４月～５月頃）の「完了払い」です。活動期間中は各実践団体での

　
立て替えとなります。活動・予算計画書及び決算報告書の提出、団体名義の口座が必要です。

●
プランの実現に向けて、アドバイザーが対面・オンライン問わず助言や現地指導を支援します。

●
防災活動の手法・事例の収集と活動情報の発信ができます。

参考事例

地域と連携した家畜動物の避難システムの構築

2025年度防災教育大賞　栃木県立矢板高等学校農業技術部畜産班

大きな災害時に、家畜動物が取り残されている（農家も避難できない）という報
道が多いことから、家畜動物避難のプロトタイプを構築し、被災による農家（特
に畜産業）の廃業や地域の衰退を食い止める取り組みを実施している。

遊びを通した保育ぼうさい～乳幼児期からの生きる力を育むカリキュラム開発～

2025年度防災教育優秀賞　社会福祉法人地球の園こひつじこども園

従来の形式的な避難訓練や大人主導の防災教育から脱却し、日常の保育活動の中
に防災要素を自然に組み込むことで、子どもたちが楽しみながら命を守る行動を
習得できるカリキュラムの開発に取り組んでいる。

スペシャルキッズと保護者でつくる彩の国防災プロジェクト

2025年度防災教育特別賞　NPO法人ニモカカ

コミュニティカフェの運営、福祉防災のイベント、インクルーシブワークショッ
プ、啓発イベントなどつながりを育める場づくりを通して、難病や障害のある子
どもと家族が安心して大人になれる社会を目指して活動に取り組んでいる。

1年間の流れ

2 0 2 6 年 1 1月
応
募

・応募内容の検討
　※応募締め切り：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで

2 0 2 7 年 2月
準
備
期
間

・採択団体の決定
・活動計画の発表に向けた発表資料の準備　＜2026年度活動報告会…2月13日(土)＞

活動計画の発表（ 2 0 2 6年度活動報告会にて）

・活動報告会でアドバイザー(実行委員等)から助言を受け、活動（予算）計画を見直し
・学校や団体等、防災教育関係者の情報交換等

2 0 2 7 年 4月


 
 
 
 
 
 
 
 6 月


 
 
 
 
 
 
 
 8 月


 
 
 
 
 
 
 1 0 月

2 0 2 8 年 2月


 
 
 
 
 
 
 
 3 月

活
動
期
間

・アドバイザーによる支援（実践活動に係るアドバイス、アイデアや情報提供等）を
　受けて活動を実践
・活動支援金（前払金）の請求、支払い

中間報告会（中間成果の発表）

・中間成果の発表を通して、団体間やアドバイザーと意見交換
・防災教育交流フォーラム（中間報告会、防災教育交流会）の開催
　＜予定＞中間報告会…10月中旬、防災教育交流会…※
　※防災教育交流会は「防災推進国民大会（ぼうさいこくたい）」と連携して開催
　　します。詳しくはぼうさいこくたいホームページをご覧ください。
・最終成果の発表に向けた成果物、発表資料の準備

活動報告会（最終成果の発表）

・成果物、発表資料、活動報告書等の提出
・成果発表、表彰、サポーター認定
・活動報告書、収支予算報告書、活動支援金請求書の提出
　＜予定＞活動報告会…2028年2月中旬

　　 4～ 5月 ・請求書に基づく活動支援金支払い

応募説明・相談会（オンライン）の開催について

　応募を希望される方々向けに、オンライン（Teams）で応募企画書の記入方法や、採択から活動報告までのスケジュ
ール、活動支援金の取り扱いをはじめとする事務処理等について下記のとおり応募説明会・相談会を開催いたします。
　なお、説明会の内容については後日、YouTubeでアーカイブ配信を行います。参加をご希望の方は、ホームページで
会議情報をご確認のうえ、ご参加ください【定員：各回300名】。

2026年11月20日(金)15時

②「防災教育を継続・定着させる」チャレンジ

①「国民の行動変容を促す」チャレンジ

●
日時　※説明会の内容は2回とも同じです

　2026年　9月

5日(土)
10:00-11:00
@Teams

　2026年　9月16日(水)
15:00-16:00
@Teams

●
アーカイブ配信

　防災教育チャレンジプランYouTubeチャンネル

　https://www.youtube.com/@ChallengePlan
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